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この印刷物に使用している用紙は、森を元気にする
ための間伐と間伐材の有効活用に役立ちます。

　連合岩手と平和環境岩手県センター、KAKKIN 岩手の 3 団体で組織する「2023 岩手県平和運動実行委
員会」は、7 月 24 日、岩手県公会堂前で平和キャラバン出発式を行いました。佐々木秀市実行委員長に続
いて、佐藤工議長（平和環境岩手県センター）、山田清秋議長（KAKKIN 岩手）があいさつをした後、各
コースの責任者に平和キャラバン横断幕が手渡されました。
　集会後、平和キャラバンは、「核兵器を絶対許してなりません。」、「核兵器廃絶に向けともに行動しまし
ょう。」と呼びかけながら、沿岸北コース、沿岸南コース、内陸南コースに向けて出発し、7 月 24 日～ 27
日の 4 日間にわたり県内各地で平和集会や平和行進を行いました。

　2023 平和行動㏌沖縄に参加させていただき、誠にありがとうございました。日本国内において、沖縄県
は米軍基地が点在していることや、本土から南側に大きく離れた立地にあり平和問題に重要な場所となっ
ており、私自身、現地に直接行ってみたいという気持ちがありました。
　沖縄平和行動の１日目は、「2023 平和オキナワ集会」を那覇文化芸術劇場なはーと・大劇場にて、「語り
継ぐ戦争の実相と運動の継続で恒久平和を実現しよう」をテーマに開催しており、全国の構成組織・地方
連合会から 1,120 名が参加しておりました。全国各地から沢山の人たちが参加し、連合が取り組む平和活
動の規模が大きい事を改めて感じる事ができました。集会では連合芳野会長等が平和へのメッセージを話
された後に、山本章子・琉球大学人文社会学部国際法政学科准教授より「日米地位協定と沖縄」をテーマに、
講演をいただきました。講演の中では、日米地位協定の性格について、①基地の使用、②訓練や行動範囲、
③経費負担、④身体の保護、⑤税制・通関上の優遇措置、⑥生活、などについて在日米軍優遇に関する説
明がありました。
　２日目のピースフィールドワークでは、「基地コース」を選択し、サンゴ礁の海を埋め立てる事で問題と
なっている辺野古、東アジアで最も広いと言われている米軍基地嘉手納飛行場の両方をバスに乗って見学
しました。辺野古は騒音やオスプレイで問題となっている普天間基地の代替え地として建設しているとの
事、素人目線から考えると面積が大きな嘉手納基地へ普天間基地を規模縮小で統合できないものかと思っ
てしまいました。TV では無く現地に行って基地を見る事でオスプレイのバカでかい羽根の恐ろしさや航
空機の音の大きさを経験する事ができました、一方で男のロマン的な感覚では戦闘機や米軍兵に憧れるト
ップガンを観ていた頃の自分を否定する事はできませんでした、ヒーローは存在したままです。心の中は
複雑です。
　連合では毎年、沖縄、広島、長崎、北海道の根室 4 か所で平和活動を行っております。ここに参加され
ている皆さんも今後は職場や家族に遠慮せず、思い切ってエントリーしてみてはいかがでしょうか？何事
も一歩踏み出し行動する事で、平和というワードに対し、何か見て感じる事ができ、今後の仕事や組合活
動への役立つ知見となると私は感じます。上司の方々も遠慮している部下へ行って来いと後押ししていた
だければと思います。
　最後に沖縄県に対する平和への想いを聞いて下さい。
　「沖縄戦の悲劇を二度と繰り返させない」「沖縄が直面する問題の実相を学び、その解決に取り組んで行
く」「世界の恒久平和の実現に向けて運動を進めていく」の３点を平和集会へ参加し現地で確認して来まし
たので、みなさんと共に、粘り強い運動を進めていきたいです。沖縄戦での尊い生命、財産、文化遺産を
失ったことを教訓として、沖縄県の軍縮を実現させ、沖縄県民が平和で安心してくらせるように、平和運
動を盛り上げていきましょう。

電機連合岩手地域協議会
　　事務局長　小林　斉　（日立アステモハイキャスト労組岩手支部）

　7 月 24 日～ 27 日まで、岩手教育会館１Ｆふれあいギャラリーで
連合「原爆パネル展」を開催し、計 30 枚のパネルを展示しました。
　パネルの前に立ち被爆の様子をじっと見つめる方が多くいまし
た。
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　2023 岩手県中央平和集会にお集まりのみなさま、記録的な暑さの中、たいへんご
苦労さまです。そして、各地区での平和集会においても、それぞれ地域の特徴を盛り
込んだ集会を行ったことの報告が届いております。たいへんご苦労さまでした。また、
今年も、高校生平和大使・一万人署名実行委員会の皆さんに各地区の集会に参加して
いただき、署名活動や意見表明をしていただくなど、若者の積極的な活動が平和運動
を盛り上げているということを感じるキャラバン行動となりました。現在の中学生、高
校生の皆さんが 30 代、40 代の大人、壮年世代に
なる頃は、終戦から100 年経過、という時代になり、
戦争があったということが歴史上のこととして風化
が進むのではないかという心配が、皆さんの活動ぶ

りを見ると、決してそうはならないだろうと確信が持てるところです。皆さんの活動にあら
ためて、敬意を表します。
　さて、24 日の平和キャラバン出発式では、実行委員会構成団体の平環センター、佐
藤議長、KAKKIN 岩手、山田議長から、先の大戦での全世界の犠牲者数、現在の世
界の核弾頭保有数が話されました。全世界で 5 ～ 8 千万人が犠牲となり、そして今 1 万
5 千発もの核弾頭が存在するということです。もし核ミサイルのボタンが押されたら、地
球を 5 回破滅させるだけの脅威を持っていると言われています。あまりにも規模が大きく、
現実からかけ離れてしまいますが、1 個の原子爆弾で起きた広島・長崎の惨劇は、多く
の記録写真や生存者の証言から、リアルに知ることができます。本日まで教育会館 1Ｆ
ふれあいギャラリーで開催しておりました原爆展からも、一瞬にして全ての人の命、生き
る権利を無残に奪い取る核兵器の恐ろしさが感じ取られたものと思います。
　戦争被害は岩手にも数多くあります。終戦間近にあった釜石艦砲射撃や花巻・一関・
盛岡・宮古への空襲では、多くの民間人が犠牲となりました。水沢、北上の空襲は、飛
行場が狙われたもので、北上の後藤野飛行場への攻撃では国民学校の 4 年生の子ども
が巻き添えとなり犠牲となっています。また、当時 13 歳から20 歳くらいまでの中学・高校・
師範学校に通う多くの学生たちが、学徒動員で県内の軍需工場や飛行場建設に動員され、
あるいは神奈川を中心とする関東圏の軍需工場へ動員され、病気や事故、そして空襲に
より、判明しているだけでも21 人の学生の命が奪われてしまいました。勉学にいそしみ、
将来の進路に希望を持ち、青春を謳歌するはずだった多くの若者の日常が、戦争によっ
て全てが書き換えられてしまいました。この、無念さを私たちは決して忘れてはなりません。
　1939 年 9月に始まった世界大戦が 6 年後の1945 年 8 月に終結するまで、たった 6 年
間で、全世界で 5,000 万人とも 8,000 万人とも言われる、とてつもなく多くの人々の人生が、
生きる権利が、突然奪われてしまったということを、決して忘れてはなりません。それに
もかかわらず、今世界中の至る所では、戦闘行為、紛争が起きています。ロシアによる
ウクライナ侵攻、中東、アフガニスタン、ミャンマー、その他多くの国や地域で、人々の
生活が脅かされ、国土が荒れていくということが繰り返されています。歴史は繰り返され
るといいますが、こんな繰り返しは、即座に停止されなければなりません。世界中で起き
ている紛争の解決と、核兵器の廃絶に向けて、市民の力を高め、日本中の、世界中の
市民の力を結集していこうではありませんか。
　過去の凄惨な犠牲を伴った教訓を風化させない運動を続けていくことを、本集会であ
らためて決意し、実行委員会を代表してのあいさつといたします。
ともに頑張って参りましょう。

沿岸北コース

実行委員長あいさつ

沿岸南コース

内陸南コース

▪平和キャラバン（県内 3コース）・各地で平和へ向けた取り組みを実施▪

7月27日、「プラザおでって」に約80人が集結

すべての核実験・核兵器に反対しよう　子どもたちに核兵器のない未来を!

2023岩手県中央平和集会
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気仙地区
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花巻北上地区

佐々木秀市実行委員長（連合岩手会長）

2023平和行動 in 沖縄報告

2023平和行動 in 長崎・折鶴伝達

集会アピール

平和を訴えるデモ行進高校生 1万人署名高校生 1万人署名報告
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ップガンを観ていた頃の自分を否定する事はできませんでした、ヒーローは存在したままです。心の中は
複雑です。
　連合では毎年、沖縄、広島、長崎、北海道の根室 4 か所で平和活動を行っております。ここに参加され
ている皆さんも今後は職場や家族に遠慮せず、思い切ってエントリーしてみてはいかがでしょうか？何事
も一歩踏み出し行動する事で、平和というワードに対し、何か見て感じる事ができ、今後の仕事や組合活
動への役立つ知見となると私は感じます。上司の方々も遠慮している部下へ行って来いと後押ししていた
だければと思います。
　最後に沖縄県に対する平和への想いを聞いて下さい。
　「沖縄戦の悲劇を二度と繰り返させない」「沖縄が直面する問題の実相を学び、その解決に取り組んで行
く」「世界の恒久平和の実現に向けて運動を進めていく」の３点を平和集会へ参加し現地で確認して来まし
たので、みなさんと共に、粘り強い運動を進めていきたいです。沖縄戦での尊い生命、財産、文化遺産を
失ったことを教訓として、沖縄県の軍縮を実現させ、沖縄県民が平和で安心してくらせるように、平和運
動を盛り上げていきましょう。

電機連合岩手地域協議会
　　事務局長　小林　斉　（日立アステモハイキャスト労組岩手支部）

　7 月 24 日～ 27 日まで、岩手教育会館１Ｆふれあいギャラリーで
連合「原爆パネル展」を開催し、計 30 枚のパネルを展示しました。
　パネルの前に立ち被爆の様子をじっと見つめる方が多くいまし
た。

ノーモア・ヒロシマ！　ノーモア・ナガサキ！
2023原爆展～戦後78回目の夏～

佐々木秀市 実行委員長
（連合岩手 会長）

佐藤工 平和環境岩手県センター議長
（平和運動 副実行委員長）

山田清秋 KAKKIN 岩手議長
（平和運動 副実行委員長）

平和キャラバン
横断幕引継

2023平和行動in沖縄報告
（6月 22日～ 25日）

２０２３岩手県平和運動
核兵器廃絶  真の世界平和を

平和オキナワ集会
ピースフィールドワークに 3 人が参加
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